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大会参加時の予防策

★規律を守った行動が家族や仲間を守ることに繋がります

⒈チーム集合前の自宅での取り組み

⒉チーム集合時の取り組み

⒊移動時の取り組み（自宅→球場間、チーム遠征時）

⒋球場到着時の取り組み

⒌チーム活動中（試合前後練習、試合中）の取り組み

⒍受け入れチームの取り組み

⒎遠征先から出発する際の取り組み

⒏集合場所へ戻った際の取り組み

⒐解散時の取り組み

⒑自宅到着時の取り組み



1.チーム集合前（自宅）

◆体温は 1日に2回（朝、夕）測らせてください。 3７．5度以上の熱

咳、倦怠感の症状がある場合は、必ずチーム責任者に申し出さ
せ、帰宅させてください。

◆各家庭で検討し、保護者同意の上チー
ム活動に参加させてください。

◆37.5度前後の場合は参加を自粛させ
てください。



⒉チーム集合時

選手 チーム関係者、保護者の方々

▶移動中は可能な限りマスク着用が好ましい。

マスクを持ってない選手は、三角巾やタオルを
代用するなど対策を図ってください。

▶電車移動は極力控え、やむを得ず利用する
場合は人と対面しないように指導してください。

▶チーム関係者、保護者の方はマスク着用の
徹底をさせてください。

▶選手がアルコール消毒する際は、大人の方
が選手に対してアルコール消毒液の適量を指
導してください。

▶乗用車移動の場合は運転手のマスク着用を
徹底させてください。又、乗車前のアルコール
消毒液の噴霧や窓を開けての換気を必ず実
施してください。

※チームで非接触体温計を準備してチーム関係者の健康状態を確認することが
望ましい。



⒊移動時（チーム遠征時）

移動手段 乗車前 乗車時 走行中

バス

▶手洗い、うがいの励行。

▶乗車前の車内換気・アル
コール消毒液の噴霧の徹底

▶マスクをした保護者がアル
コール消毒の適量指導。
▶乗車者全員のマスク着用。

▶座席に余裕があれば、間
隔をあけて座る。

▶窓を開けて、十分な換気を
行う。
▶対面して話さない。
▶他人の物には触らない。
▶飲料は各自の物を飲む。

乗用車

▶手洗い、うがいの励行。

▶乗車前の車内換気・アル
コール消毒液の噴霧の徹底。

▶マスクをした保護者がアル
コール消毒の適量指導。
▶乗車者全員のマスク着用。

▶帯同保護者人数は最小限
にとどめる。

▶極力密着しないようにする。 ▶窓を開けて、十分な換気を
行う。
▶対面で人と話さない。
▶他人の物には触らない。
▶飲料は各自の物を飲む。

※当日使用するバス・乗用車は、使用前に必ず換気・アルコール消毒液の噴霧を徹底。
帯同保護者は必要最低限に止める。



⒋球場到着時

取り組み

遠征チーム

▶手洗い、うがいを徹底させてください。
⇒アルコール消毒液が無い場合はハンドソープで可。

▶全選手、スタッフ、帯同保護者の体調を確認してください。

⇒発熱、咳や倦怠感の症状が出現した場合、チーム関係者、保
護者は球場への立ち入りを禁止とします。

ホームチーム

▶手洗い、うがいを徹底させてください。
⇒アルコール消毒液が無い場合はハンドソープで可。

▶グラウンド来場者全員（全選手・保護者（遠征チーム含む）の検温確認を
実施してください。37.5度以上の熱、咳、倦怠感の症状がある方は
球場への立ち入りを禁止とします。

▶チーム関係者及び保護者はマスクの着用を徹底。

※チームで非接触体温計を準備してチーム関係者の健康状態を確認することが
望ましい。



⒌チーム活動中（試合前後練習、試合中）

活動内容 取り組み

練習、試合中

▶帯同保護者にマスク着用を義務付ける。
▶試合観戦の際は、隣と1ｍ以上離れ、対面はしないよう指導してください。
可能であれば、観戦場所のマーキングがされていると好ましい。
大声での応援は控えさせてください。
▶体調不良が出現した場合は、チーム関係者に申し出させてください。

▶チーム道具の共有は極力避け、専用化してください。難しければ、使用の
都度、除菌シート等を使用してください。
▶試合中はベースコーチもマスクを着用してください。
▶飲料用カップの共同利用、共同保管は禁止。

昼食時

▶昼食前後の手洗い、アルコール消毒、うがいの徹底。

▶極力密着・対面は避け、換気の良い場所で昼食をとるよう指導してくださ
い。

トイレ使用時 ▶使用後は手洗い、アルコール消毒を徹底させてください。

グランド外にいる大会関係者・保護者は全員マスクの着用を義務付ける。
（審判団についても、試合中以外はマスクの着用を義務付ける）



⒍ホームチーム（受け入れ）

設営等 準備・対応

トイレ
ハンドソープ、アルコール消毒液の準備及び
洗浄箇所の設置

手洗い場
ハンドソープ、アルコール消毒液の準備及び
洗浄箇所の設置

遠征チーム待機所
可能な限り、他チームとは最低2ｍの間隔を空け、加えて選
手間は最低1ｍ以上の間隔を取り、荷物を置かせてください

放送設備
アルコール消毒
⇒交代時は必ずアルコール消毒を実施

マスク 関係者は全員マスクの着用を徹底

検温場所の確保 到着時に全選手・保護者（遠征チーム含む）の検温実施



⒎遠征先から出発する際

移動手段 乗車前 乗車時 走行中

バス

▶手洗い、うがいの励行。

▶乗車前の車内換気・アル
コール消毒液の噴霧の徹底

▶マスクをした保護者がアル
コール消毒の適量指導。
▶乗車者全員のマスク着用。

▶座席に余裕があれば、間
隔をあけて座る。

▶窓を開けて、十分な換気を
行う。
▶対面して話さない。
▶他人の物には触らない。
▶飲料は各自の物を飲む。

乗用車

▶手洗い、うがいの励行。

▶乗車前の車内換気・アル
コール消毒液の噴霧の徹底

▶マスクをした保護者がアル
コール消毒の適量指導。
▶乗車者全員のマスク着用。

▶帯同保護者人数は最小限
にとどめる。

▶極力密着しないようにする。 ▶窓を開けて、十分な換気を
行う。
▶対面で人と話さない。
▶他人の物には触らない。
▶飲料は各自の物を飲む。

※当日使用するバス・乗用車は、使用前に必ず換気・アルコール消毒液の噴霧を徹底。
帯同保護者は必要最低限に止める。



⒏集合場所へ戻った際の取り組み

▶全選手、保護者の体調確認。

▶万が一、発熱や激しい咳が出るなどの症状が出現した場合

直ちにチーム責任者に申し出ること。チーム責任者は当該選手

付近に居た選手、保護者の名前を確認。

→濃厚接触の感染ルートをたどる。

▶病院での検査を指示。

▶チーム道具使用後のアルコール消毒を徹底。



⒐解散時に以下の項目を指示

自宅到着の際にうがい・手洗いを行い、アルコール消毒の徹底、検
温を必ず実施するように指示。

チーム解散時の注意事項

▶移動中はマスクを着用してください。

▶自転車で移動する場合もマスクを着用してください。

▶乗用車で移動する場合は運転手のマスク着用を徹底してください。車内は窓
を開けて換気を行いましょう。

▶電車移動は極力控え、やむを得ない場合は人と対面しないように心掛けま
しょう。



⒑自宅到着後

自宅到着後に体温を測ってください。又、以下の症状の確認をしてください。

▶37.5度前後の熱
▶激しい咳
▶息苦しい
▶頭痛
▶倦怠感（体のだるさ）

上記の症状が出た場合は、直ちに病院に行き、医者の指示に従ってくださ い。

万が一、感染が判明した場合、チーム責任者に報告してください。

チーム責任者は協会事務局に連絡願います。

なお、チーム内に感染が疑われる者が発生した場合、又は濃厚接触が判明した
場合もチーム責任者を通じて協会事務局まで連絡願います。
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